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[ 目 的 ]  

厚 労 省 (2015) は 、 生 活 習 慣 病 発 症 を 予 防 す

る た め に 「 成 人 食 塩 摂 取 目 標 量 」 を 男 8.0 g/ 日

未 満 、 女 7.0 g/ 日 未 満 に 設 定 し た 。 同 省 調 査

(2012) で の 本 県 食 塩 摂 取 量 は 、 男 12.1 g/ 日 、 女

9.9 g/ 日 で あ り 、 全 国 平 均 ( 男 11.3 g/ 日 、 女 9.6 g/

日 ) を 上 回 っ て い た 。 今 回 、 推 定 食 塩 摂 取 量

[eNaCl(g/ 日 )] を 測 定 す る こ と に よ り 、 こ れ の 生

活 習 慣 病 関 連 因 子 と し て の 有 用 性 に つ い て 検

討 し た 。  

[ 対 象 と 方 法 ]  

 2014 年 度 に 総 合 健 診 セ ン タ ー で 人 間 ド ッ ク



 

 

を 受 診 し た 3,411 名 ( 男 2,087 名 、 平 均 年 齢 51.0

歳 、 女 1,324 名 、 平 均 年 齢 52.2 歳 ) を 対 象 と し

た 。 随 時 尿 を 用 い て 、 eNaCl を 算 出 ( 基 準 値 ；

男 9.0 g/ 日 未 満 、 女 7.5 g/ 日 未 満 、 同 省 2010) し 、

収 縮 期 / 拡 張 期 血 圧 、 空 腹 時 血 糖 、 HbA1c 、

BMI 、 LDL- コ レ ス テ ロ ー ル (LDL-C) 、 HDL- コ レ

ス テ ロ ー ル (HDL-C) 、 中 性 脂 肪 (TG) お よ び メ タ

ボ リ ッ ク 症 候 群 の 有 無 と の 関 連 を 検 討 し た 。  

[ 結 果 ]  

 男 女 別 eNaCl( 平 均 ± 標 準 偏 差 ) は 男 9.1 ± 2.1 g/

日 、 女 8.5 ± 1.9 g/ 日 で 、 基 準 値 を 超 過 し た 割 合

は 男 48.9 % 、 女 70.2 % で あ っ た 。 年 齢 別 で は 40 歳

未 満 男 8.1 ± 1.9 g/ 日 、 女 7.6 ± 1.8 g/ 日 、 40 歳 代 男

8.7 ± 2.0 g/ 日 、 女 8.14 ± 1.8 g/ 日 、 50 歳 代 男 9.4 ±

2.1 g/ 日 、 女 8.7 ± 1.9 g/ 日 、 60 歳 代 男 9.6 ± 2.2 g/ 日 、

女 9.1 ± 2.0 g/ 日 、 70 歳 以 上 男 9.5 ± 1.9 g/ 日 、 女 8.7

± 2.0 g/ 日 で 、 男 女 と も 10 歳 毎 の 検 討 で は 40-69

歳 ま で は 加 齢 と 共 に 増 加 し 、 70 歳 以 上 で は や

や 減 少 し て い た 。 収 縮 期 / 拡 張 期 血 圧 と は 男

女 と も 有 意 の 正 の 相 関 を 示 し て い た ( 収 縮



 

 

期 ： 男 r=0.174,P<0.0001 ， 女 r=0.226,P<0.0001, 拡 張 期 ： 男

r=0.174,P<0.0001 ， 女 r=0.193,P<0.0001) 。 空 腹 時 血 糖 と は

男 性 の み 有 意 の 正 の 相 関 (r=0.179,P<0.0001) を 示 し て

い た が 、 HbA1c と は 男 女 と も 有 意 の 正 の 相 関 を

示 し て い た ( 男 r=0.01,P<0.0001, 女 r=0.184,P<0.0001) 。

BMI と は 男 女 と も 有 意 の 正 の 相 関 を 示 し て い

た ( 男 r=0.211,P<0.0001, 女 r=0.232,P<0.0001) 。 LDL-C と は 女

性 の み 有 意 の 正 の 相 関 を 示 し て い た

(r=0.125,P<0.0001) 。 HDL-C と は 男 女 と も 有 意 の 負 の 相

関 を 示 し て い た ( 男 r=-0.063,P<0.0001, 女 r=-0.092,P<0.0001) 。

TG と は 男 女 と も 有 意 の 正 の 相 関 を 示 し て い た

( 男 r=0.118,P<0.0001, 女 r=0.136,P<0.0001) 。 メ タ ボ リ ッ ク

症 候 群 で は メ タ ボ 該 当 群 、 予 備 群 が 非 該 当 群

に 比 し て 男 女 と も 有 意 に 高 値 を 示 し て い た

( 男 P<0.0001, 女 P<0.0001) 。  

[ 考 察 と 結 語 ]  

今 回 の 検 討 に よ り 食 塩 摂 取 量 と 血 圧 と の

関 連 が 改 め て 確 認 さ れ た 。 ま た 、 生 活 習 慣 病

の 発 症 因 子 と し て 考 え ら れ て い る 血 糖 値 、 肥

満 、 高 脂 血 症 の い ず れ と も 相 関 し て い た こ と



 

 

か ら 、 eNaCl 高 値 、 す な わ ち 塩 分 過 剰 摂 取 は 、

種 々 の 生 活 習 慣 病 の 危 険 因 子 を 反 映 し て い る

と 考 え ら れ た 。 さ ら に メ タ ボ リ ッ ク 症 候 群 診

断 項 目 と の 関 連 も 認 め ら れ た が 、 こ れ は 本 症

の 発 症 進 展 に 食 塩 摂 取 量 が 重 要 な 役 割 を 果 た

し て い る こ と を 示 唆 し て い る と 考 え ら れ た 。

以 上 よ り 、 eNaCl 値 を 受 診 者 に 提 示 す る こ と に

よ り 、 日 常 生 活 の 中 で の 食 塩 摂 取 量 を 再 認 識

さ せ 、 そ れ を 制 限 す る こ と で 生 活 習 慣 病 や メ

タ ボ リ ッ ク 症 候 群 の 発 症 を あ る 程 度 未 然 に 防

ぐ こ と が で き る と 考 え る 。  


